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腐葉土と野菜つくりの会 特集号  

報告：澤村 

第１６８回 ：５月２０日（日）９時開始、天気；晴、出席者数；１０名。 

 内 容：①サツマイモ（ベニアズマ）苗 300 本植付け、②ジャガイモ 2 回目の土寄せ、③タ

マネギ畑の草取り。 

 今年は、会員数が減っているのでベニアズマ苗 400 本（昨年 500 本）を植える予定でしたが、

サツマイモ苗の農繁期でジョイフル本田（幸手）又はケーヨーＤ２（久喜）から一度の購入が

できず、しかも今年は約 20 円／苗１本と高価なことを聞き、やむを得ず野原園芸（久喜）から

300 本購入しました（苗の質は良いのでが、25 円／苗 1 本とやや高価）。2 日間、陰干しし、前

日に水に浸けて、当日、水をきって使いました。 

 畑は、地主が既に耕してくれていましたので、畝幅約 1ｍ間隔、今年は、苗数が少ないので株

間約 50 ㎝にして、深めの斜め水平植えしました。植える前と植えた後、水田用水からバケツや

ジョ―ロで水を汲み上げタップリやりました。 

 今回は22日に降雨の天気予報でしたので水遣り当番はなくしましたが、一度降雨があった後、

晴が続き 20 本ほど枯れてしまいましたので、急きょ有志で 1 回だけ水遣りを行いました。 

 ジャガイモの生長は、臨時開催（6日）後、降雨があり、当初は生長が遅れ心配でしたが、順

調に伸びて花が咲いていましたので、何とか収穫出来そうだと皆で喜びあいました。 

 

第１６９回：6月１７日（日）９時開始、天気；くもり、出席者数；１６名。 

 内 容：①第二基腐葉土 24 袋詰め：幸手市小中学校にエコライフＤＡＹ２０１８実施願いの

ために持参（12 校×２袋）、②第三基腐葉土切返し、③ジャガイモ（キタアカリ）とタマネギの

収穫。 

 第二基腐葉土は、2回の切返しでやや熟成不足でしたので、その旨を伝えて散布の際には直接

根や種に触れないよう、また散布して少し放置してから使うようにお願いしました。 

 第三基腐葉土は、遅れましたが、地面にビニールシート敷いた上に 1 回目の切返しをしまし

た。明らかにまだ枯葉が生で残っていました。熟成は 8 月以降になると思いました。 

 ジャガイモ（キタアカリ）とタマネギの収穫は、ジャガイモに１３名、タマネギに３名と手

分けして実施しました。今年は、生長時に水不足で、ジャガイモ（キタアカリ）は芽も３本立

てにしたこともあって、サイズが全般的に小さ目でしが、それでも謝礼分を含めて１０㎏／人

又は謝礼分以上になりました。 

 タマネギも、同様に水不足で全体的に中サイズでしたが、それでも予想を上回り、１５㎏／

人位収穫できました。 

エコニュース  
さ っ て  
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 6 月２４日（日）８時から、臨時開催。天気；くもり、出席者数；１３名。 

内 容：①ジャガイモ（男爵）収穫、②奥マメ播き前の畑の草取り、③腐葉土散布。 

 冒頭、第二基腐葉土（少し熟成不足）を大袋に１０袋詰めをし、畑に運びました。 

畑に移動して、前回、残したジャガイモ（男爵）を全員で収穫しました。今年は男爵が、発芽

が遅れたので２本立てにした関係もあり、前回収穫しましたキタアカリに比べて全体的に大、

中サイズの収穫となり、一人当りの収穫量（重さ）が

５割増しになったと思いました。また、前回収穫した

キタアカリが新ジャガとして大変美味しかったと、声

が多数聞こえ自分達での栽培・収穫冥利につきまし

た。ジャガイモ収穫後、次回の奥マメ播き前にして、

全員で草取りをし、その後、運んだ腐葉土と少量の化

成肥料を散布しました。次回までに地主が耕して頂け

れる予定です。 

 

 ７月８日（日）臨時開催。天気；うす曇りだが大変

蒸し暑い、出席者数；延１２名。 

 内 容：①カレー昼食懇親会（於；中央公民館料理

室）、②草取り。 

  今回は、畑で収穫したジャガイモとタマネギを使

い、人参、肉、葉もの野菜などはスーパーで購入して

４年目のカレー昼食懇親会を行いました。６名の女

子が料理をつくり、残りの男性と女性は、少し風が

吹いてはいましたが、大変蒸し暑い中で１時間半ほ

どサツマイモ畑の草取りをしました。1１時半に集合して、料理したカレーライス（昨年より美

味しいと好評）、野菜サラダを食べながら楽しく談笑しました。所用や風邪をひいたりして 

欠席者が多くて残念でしたが、当懇親会はコミュニケーションの場として大切に考えており、

開催日決定がジャガイモ、タマネギの収穫日に関係しますが、次回は少し早めに開催日を決め、

出席者数を増やしたいと思いました。 

 

第１７０回：７月１５日（日）８時開始、天気；晴で猛暑、出席者数；１３名。 

 内 容：①サツマイモ畑の草取りとつる返し、②サツマイモ畑への米ぬか散布、③奥マメ苗

の植付け、④奥マメ直播きは次週に延期。 

 今回も、たまたまお祭りと重なり、出席者数が少なかったようで、予定した奥マメ播きは次

週 22 日（臨時開催）に延期しました。前回の臨時開催では出席者数が少なくて、草取りが沢山

残ってしまったので、草取りをしながらつる返しをました。8日は一部の草取りしかできなかっ

たので、雑草が繁茂してしまい草取りだけで 1時間半以上要しました。9時過ぎには大変蒸し暑

く猛暑（？）となり、水分を取りながらの作業となりました。草取り後、米袋２袋の米ぬかを

サツマイモのつるの周りに散布しました。 

 奥マメは、原田氏が約 300 本育苗してくれました。作った畝に、堀からバケツとジョ―ロを

使いタップリ水を播き、奥マメの苗 2 本ずつ深すぎないように植え、更に水をタップリあげま

大量、男爵 1 人 15kg 以上の収穫です 
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した。高温と蒸し暑さのため、約 2 時間の作業で終了としました。最後に、植えた後の 3 日間

の水くれ当番を決めて散会しました。 

 7 月２２日（日）８時～臨時開催、天気；晴、蒸し暑く猛暑、出席者数；１２名。 

 内 容：前々回、前回、出席者数減と暑さから奥マメ播き作業が残ってしまい、臨時開催し

ましたので、約 70cm 幅の畝つくり、畝の上を少し均して溝をつくり、溝に約 30 ㎝間隔で数 cm

離して 3粒ずつのマメを播きました。側の堀から水を運んでタップリ水をくれました。その後、

鳥除け用の赤青黄 3 色（裏側アルミ）のテープを５本ずつ下げて半輪に曲げて２畝単位で５本

ずつ計 20 本を指し込みました。最後に、４日間の夕方の水くれ当番を決めて散会しました。 

 

第１７１回：８月１９日（日）８時開始、天気；晴（猛暑） 出席者数；１０名。 

 内 容：①サツマイモのつる返し、②奥マメへの水くれ、③草取り。 

５月ベニアズマ 300 本の苗を植え、少し枯れましたが試し掘りしたらかなり大きく成っていて

収穫が楽しみでした。移植した奥マメは概ね生きつきました。しかし昨年の経験を生かして直

播きをしたマメは４日間水くれしましたが、連日の猛暑で１割程度しか芽が出ませんでした。

来年は種をもう少し深く播くか（？）、例年通り苗床での育苗、移植をしたいと思いました。猛

暑でしたので草取りはできるだけやって早めに散会しました。 

 

第１７２回：９月７日（金）臨時開催；夕方 4時半開始、天気；晴、出席者数；８名。 

 次回、定例会のダイコンの種播きへの準備のため、雨の合間の日をみて夕方１時間程臨時開

催しました。草取りして、その後に元肥えに化成肥料を散布。過去の経験から腐葉土の直接散

布は叉根（またね）の原因となるので避けました。 

 ９月１６日（日）９時開始、天気；晴、出席者数；１２名。 

 内 容：①第２基熟成腐葉土の頒布、②ダイコンの種まき。 

青首ダイコン中生 100 本（11 月末～12 月上旬収穫）、晩生 50 本（1 月収穫）を目安に１穴３粒

種まきをしました。３粒ずつですと結果的にそれぞれ 150 本、70 本位の収穫になりそうでした。 

 

１７３回：１０月７日

（日）９時開始、天気；

晴、出席者数；１６名（ボ

ランティアを含む）。 

 内 容：特別定例会；

幸手社協への協力で「彩

の国ボランティア体験

プログラム事業対応と

兼ねて実施」、幸手中生

徒 1名（1 名は急用で欠 
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席）と事務局の 2 名特別参加、①今年度第 1 回目の落ち葉集めと第一基作製、②１回目サツマ

イモの収穫、③ダイコンの間引き・土寄

せ・追肥。 

 冒頭、中学生に腐葉土の作り方とその

意義を説明しました。落ち葉は桜泉園構

内のサクラが主体で（既に環境課で集め

て頂いている）、落ち始めたケヤキの葉

と合せて第一基を仕込みました（米ぬか、

鶏ふん、水を散布）。畑に移動してサツ

マイモ掘りをしました。今年のイモはこ

れまでの最高の収穫量で猛暑気候、米ぬ

か、土質（土が乾いて固めで伸び難い）

のためか、全般的に大きなダンゴ状の形 

 

状でした。収穫量が多く半分（3 畝）収穫しました。 

ダイコンは１穴に 3 粒播いた種の大半が発芽してい

ましたので 1 本残して間引きし、その後化成肥料を

追肥し、根元に軽く土寄せしました。間引きしたダ

イコンはみそ汁の具やあえ物にして食べました。 

 

なお、ボランティア参加の中学生からは「環境につ

いて勉強になり、また大変楽しかった。」との感想が

ありました。また、収穫したサツマイモを普段お世

話になっている方々にお礼として差し上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会員募集中！】環境保全活動を一緒にやっていただく方を募集しております。是非、貴方も参加しませ

んか。〔さって市民環境ネット〕★問合わせ先； 久保田 修（代表）まで ＴＥＬ 0480-42-1264 

幸手の環境活動グループ：幸手権現堂桜堤保存会、権現堂川地域環境保全協議会、幸手自然愛護会、幸手

ひがし幼稚園、エコ・グリーン幸手、くらしの会、上高野婦人会、倉松探検隊、幸手中央ロータリークラブ、

すこやか「食」の会、子育て支援ねっとわーく、いきがい・はなみずきの会(いきがい大学伊奈学園２０期) 

子供たちも大きな芋をほりました 

は 

形はまちまちだけど、美味しかったとのこと 


